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６月定例会議案審議

６

８ １22

　
県
道
21
号
線
の
内
星
ヶ
丘
か
ら

農
構
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
歩
道
の
設

置
を
高
知
県
に
陳
情
し
た
。

　
村
道
亀
の
川
下
切
線
は
８
月
１

日
に
開
通
式
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の

施
工
は
11
月
に
な
る
見
込
で
あ
り

本
年
度
中
に
施
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
中
学
校
の
海
外
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
生
徒
11
名
と
引
率
者
３
名

が
８
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
４
日
間
の
研
修
を

行
う
計
画
で
あ
る
。

　

　
星
ヶ
丘
分
譲
宅
地
の
見
直
し

　
と
農
構
セ
ン
タ
ー
活
用
策

　
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
の
為

に
、
星
ケ
丘
団
地
の
分
譲
地
価
格

等
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
農
構
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
策
及
び
野
町
和
嘉
氏
の
写
真

は
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を

聞
く
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
星
ケ
丘
団
地
の
分
譲
価
格
に
つ

い
て
は
年
齢
別
或
い
は
建
築
面
で

も
優
遇
制
度
を
設
定
し
て
い
る
が
、

分
譲
価
格
よ
り
も
、
条
件
面
で
一

層
、
優
遇
す
べ
く
他
の
機
関
に
検

討
を
依
頼
中
で
あ
り
、
何
れ
答
申

も
あ
る
の
で
、
土
地
開
発
公
社
で

総
合
的
に
検
討
す
る
。

　
農
構
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

建
築
後
暫
く
経
過
し
て
お
り
、
目

的
外
使
用
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る

の
で
委
員
会
を
設
け
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
高
知
女
子
大
の
協
力
を

得
て
整
理
中
の
民
具
を
含
め
、
野

町
和
嘉
氏
写
真
館
の
併
設
を
平
成

23
年
以
降
に
予
定
し
て
お
り
、
交

流
人
口
の
拡
大
の
観
点
か
ら
も
推

進
す
る
。

　
ま
た
、
村
内
で
の
三
原
村
特
産

品
の
直
販
所
に
つ
い
て
は
、
村
内

生
産
者
と
の
協
議
も
必
要
で
あ
り
、

厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
宿

毛
市
平
田
戸
内
の
夢
市
場
の
活
用

が
有
利
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
質
問
　
増
井
三
郎
　

　
農
業
振
興

　
ユ
ズ
の
作
付
け
百
ha
の
計
画
に

対
し
現
状
の
達
成
率
及
び
作
付
け

田
村
清
廣
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希
望
者
は
何
名
か
。
そ
し
て
予
算

面
か
ら
、
達
成
の
見
込
み
は
。

　
農
業
公
社
と
地
主
と
の
貸
借
契

約
が
５
〜
10
年
間
と
の
こ
と
だ
が
、

２
年
後
か
ら
の
手
入
れ
、
管
理
費

等
の
予
算
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
現
在
の
作
付
け
者
は
41
名
、
12 

ha
、
希
望
者
は
30
名
、
９
ha
、
公

社
は
22
年
度
３
ha
、
23
年
度
３
ha
、

24
年
度
４
ha
で
合
計
30 

ha
、
そ
の

後
、
毎
年
10
ha
31
年
度
で
百
ha
の

計
画
だ
が
こ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。

高
齢
化
で
人
の
問
題
で
む
ず
か
し

い
と
思
う
。

　
公
社
管
理
は
27
年
ま
で
は
赤
字

だ
が
ト
マ
ト
の
リ
ー
ス
料
を
充
て

た
い
。
そ
の
後
は
黒
字
と
な
る
予

定
。

　
林
業
振
興

　
公
約
で
は
、
農
業
公
社
を
農
林

業
公
社
と
し
林
業
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
具
体
策

は
あ
る
か
。

　
ユ
ズ
へ
の
投
資
は
作
付
け
希
望

者
に
限
定
さ
れ
る
が
、
林
業
資
源

は
全
村
民
に
還
元
で
き
る
。
補
助

金
制
度
も
あ
り
、
そ
れ
を
活
用
し

て
村
民
の
雇
用
創
出
に
努
力
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
副
村
長
、
教
育
長
、
農
業
公
社

専
務
が
で
き
体
制
が
整
っ
た
、
こ

の
定
例
会
終
了
後
、
公
約
実
現
に

む
け
て
進
め
る
。
農
林
業
公
社
は

選
挙
中
の
最
終
公
約
で
除
外
し
た
。

　
林
業
振
興
は
国
に
県
の
オ
フ
セ

ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
認
可
さ
れ
、

村
も
こ
れ
に
取
り
組
む
。
原
木
だ

け
か
ら
新
た
な
価
値
を
生
む
こ
の

仕
組
み
に
課
題
は
あ
る
が
進
め
た

い
。
今
年
中
に
あ
る
程
度
目
処
を

立
て
た
い
。

　
高
齢
者
支
援

　
高
齢
者
支
援
は
今
後
も
必
須
だ

が
、
福
祉
事
業
で
の
雇
用
も
考
え

る
べ
き
、
「
地
域
で
人
生
を
全
う

す
る
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え

な
い
か
。
合
わ
せ
て
90
歳
以
上
で

生
活
、
介
護
の
家
庭
へ
の
村
単
独

の
助
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
村
で
は
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
「
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
展

開
中
。
社
協
に
委
託
し
21
〜
23
年

度
の
予
定
。
内
容
は
、
サ
ロ
ン
事

業
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
体
操
指

導
、
見
守
り
支
援
、
外
出
支
援
等
。

運
営
、
雇
用
体
制
は
地
域
住
民
に

よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
生
活

支
援
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
。
地

域
住
民
の
交
流
の
場
、
さ
さ
え
あ

い
の
拠
点
と
し
て
別
事
業
で
、
地

区
集
会
所
を
整
備
す
る
。

　
90
歳
以
上
の
家
庭
も
今
後
予
想

さ
れ
る
。
介
護
保
険
で
対
応
で
き

な
い
部
分
、
気
兼
ね
な
く
利
用
で

き
る
村
単
事
業
の
検
討
は
必
要
。

あ
っ
た
か
セ
ン
タ
ー
事
業
で
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

　
質
問
　
横
本
行
雄

　
農
産
物
や
ユ
ズ
の
加
工

　
村
内
で
農
産
物
や
ユ
ズ
を
つ
か

っ
た
惣
菜
や
加
工
品
を
販
売
し
て

い
く
事
が
地
元
に
仕
事
が
ふ
え
て

行
く
の
で
は
な
い
か
、
村
も
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
行
く
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
三
原
村
の
ユ
ズ
を
使
用
し
て
、

商
品
を
作
り
消
費
者
に
自
信
を
持

っ
て
提
供
出
来
る
ユ
ズ
の
営
農
技

術
を
確
立
す
る
。
ユ
ズ
部
会
の
婦

人
部
を
中
心
に
商
工
会
婦
人
部
・

県
・
村
・
JA
・
農
業
公
社
で
進
め

て
い
く
。
開
発
商
品
と
し
て
は
青

玉
は
ユ
ズ
コ
シ
ョ
ウ
・
ユ
ズ
皮
。

黄
玉
は
ユ
ズ
ポ
ン
ズ
・
ユ
ズ
ド
リ

ン
ク
・
ユ
ズ
ジ
ャ
ム
・
ユ
ズ
茶
。

ユ
ズ
の
種
は
化
粧
品
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
地
産
地
消
は
イ
ベ
ン
ト

と
か
に
は
売
れ
る
と
思
う
。
作
る

の
を
反
対
し
て
い
る
訳
で
は
無
い

地
産
外
消
は
難
し
い
。
イ
ベ
ン
ト
・

ど
ぶ
ろ
く
祭
り
そ
う
い
う
所
で
売

っ
て
い
く
考
え
方
で
す
。
余
っ
た

ユ
ズ
に
つ
い
て
は
ド
リ
ン
ク
メ
ー

カ
ー
と
契
約
し
て
行
う
。

　
医
療
費
の
助
成

　
以
前
よ
り
中
学
卒
業
迄
の
医
療

費
の
助
成
を
求
め
て
き
た
。
三
原

村
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思

う
。
考
え
を
聞
く
。

　
答
弁
　
杉
本
村
長

　
民
主
党
政
権
に
な
っ
て
子
ど
も

手
当
が
支
給
さ
れ
る
事
に
な
っ
て

い
る
。
中
学
生
の
医
療
費
の
助
成

に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
に
検
討

し
て
行
く
。

　
専
決
処
分
の
承
認

　
三
原
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
。

質
疑
　
横
本
行
雄

　
扶
養
親
族
の
氏
名
を
明
記
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
個
人
情
報
の
侵

害
等
の
恐
れ
は
な
い
か
。

答
弁
　
今
西
総
務
課
長

　
税
制
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
心
配
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
承
認

　
専
決
処
分
の
承
認

　
三
原
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

質
疑
　
横
本
行
雄

　
税
負
担
増
と
な
る
が
、
村
単
独

で
も
減
額
の
処
置
は
で
き
な
い
か
。

議会だより  ②

議
案
審
議

議
案
審
議
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
宗
賀
簡
易
郵
便
局
運
営
基
金
の

　
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

　
条
例
を
廃
止
す
る

質
疑
　
田
村
清
廣

　
宗
賀
簡
易
郵
便
局
の
建
物
の
契

約
内
容
は

答
弁
　
今
西
総
務
課
長

　
建
物
に
つ
い
て
は
普
通
財
産
の

定
め
に
準
ず
る
。

質
疑
　
横
本
行
雄

　
現
在
の
経
営
者
が
辞
め
た
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　
今
西
総
務
課
長

　
村
と
し
て
は
、
建
物
の
賃
借
契

約
だ
け
で
、
経
営
者
に
つ
い
て
は

日
本
郵
政
で
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
特
別
会

　
計
補
正
予
算

　
既
決
額
に
２
千
８
百
10
万
円
を

追
加
し
、
９
千
７
百
68
万
６
千
円

と
す
る
。

質
疑
　
沖
　
六
海

　
二
角
地
区
の
水
道
施
設
は
2
／
3

が
補
助
で
残
り
９
百
37
万
円
が
一

般
財
源
で
あ
り
、
起
債
が
借
り
ら

れ
な
い
事
業
だ
が
、
予
算
的
に
他

の
地
域
へ
の
影
響
も
あ
る
と
思
う
。

維
持
・
管
理
を
含
め
て
条
例
の
改

正
が
必
要
と
思
う
。
先
に
条
例
改

正
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
木
戸
産
業
建
設
課
長

　
こ
の
事
業
は
中
山
間
地
域
生
活

支
援
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
の
３
戸

以
上
が
１
戸
ま
で
に
条
件
が
緩
和

さ
れ
て
い
る
。
他
の
地
区
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、
補
助
対
象
に
な
れ

ば
行
う
。
条
例
に
つ
い
て
は
順
次

改
正
し
て
い
く
。

答
弁
　
杉
本
村
長

　
事
業
と
併
行
し
て
条
例
は
改
正

す
べ
き
だ
が
今
回
は
後
に
な
る
。

他
地
区
か
ら
も
要
望
は
あ
る
と
思

う
が
、
で
き
る
だ
け
安
い
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

質
疑
　
田
村
　
清
廣

　
下
切
地
区
は
簡
水
に
統
合
す
る

た
め
条
例
を
変
更
し
、
二
角
地
区

は
新
た
に
条
例
が
必
要
に
な
る
と

思
う
。

答
弁
　
杉
本
村
長

　
下
切
地
区
は
簡
易
水
道
で
、
同

じ
条
例
に
な
る
の
で
村
が
維
持
、

管
理
を
行
う
。

答
弁
　
今
西
総
務
課
長

　
二
角
地
区
は
飲
料
水
供
給
施
設

と
し
て
条
例
を
作
る
。

質
疑
　
沢
良
木
浩
伸

　
こ
の
事
業
は
条
例
な
ど
も
整
備

し
、
起
債
の
交
渉
も
行
う
な
ど
し

て
新
年
度
当
初
に
変
更
で
き
な
い

か
。

　
村
長
よ
り
議
案
の
取
り
下
げ
願

い
が
提
出
さ
れ
る
。

　
本
補
正
予
算
は
取
り
下
げ
を
許

可
す
る
こ
と
に
決
定
。

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算

　
既
決
額
に
２
千
７
百
56
万
７
千

円
を
追
加
し
、
16
億
５
千
６
百
76

万
７
千
円
と
す
る
。

　
村
長
か
ら
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
を
取
り
下
げ
た
た
め
一

部
修
正
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
許

可
し
た
。

質
疑
　
田
村
　
清
廣

　
国
際
交
流
で
高
知
空
港
か
ら
松

山
空
港
へ
変
更
し
た
理
由
は
。

答
弁
　
沖
本
教
育
次
長

　
保
護
者
か
ら
ボ
ン
バ
ル
機
へ
の

不
安
の
声
が
あ
り
変
更
し
た
。

質
疑
　
横
本
　
行
雄

　
村
道
上
下
長
谷
線
の
予
備
設
計

費
を
計
上
し
て
い
る
が
用
地
は
解

決
し
た
の
か
。

答
弁
　
木
戸
産
業
建
設
課
長

　
用
地
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
が
地
元
と
と
の
協
議
の
た
め
計

上
し
た
。

質
疑
　
横
本
　
行
雄

　
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
根
本
的
な

改
修
が
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
　
沖
本
教
育
次
長

　
改
修
ま
で
の
汲
み
取
り
代
金
を

計
上
し
た
。

質
疑
　
武
山
　
泰
記

　
小
学
校
の
臨
時
職
員
は
障
害
児

の
学
年
が
違
う
が
、
一
緒
に
見
れ

る
の
か
。

答
弁
　
今
西
総
務
課
長

　
最
高
額
の
方
の
増
税
改
正
で
あ

り
、
村
単
独
で
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
承
認

　
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
22
年
度
三
原
村
簡
易
水
道

　
特
別
会
計
補
正
予
算

　
既
決
額
に
２
百
18
万
6
千
円
を

追
加
し
、
6
千
9
百
58
万
6
千
円

と
す
る
。

質
疑
　
横
本
行
雄

　
滞
納
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
督
促
の
努
力
は

し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
木
戸
産
業
建
設
課
長

　
長
期
滞
納
者
も
一
部
い
る
。
督

促
、
指
導
も
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
承
認

　
専
決
処
分
の
承
認

　
平
成
22
年
度
三
原
村
農
業
集
落

　
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算

　
既
決
額
に
13
万
６
千
円
を
追
加

し
、
４
千
３
百
13
万
６
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
承
認



（5）広報　 平成22年８月 議会だより　④  

答
弁
　
沖
本
教
育
次
長

　
通
常
の
場
合
は
同
じ
教
室
で
行

う
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
違
っ
て

く
る
。

　
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算

　
既
決
額
か
ら
３
百
92
万
５
千
円

を
減
額
し
、
２
億
８
千
９
百
47
万

５
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
　
可
決

　
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
診

　
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

　
既
決
額
に
10
万
４
千
円
を
追
加

し
、
４
千
６
百
50
万
４
千
円
と
す

る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
　
可
決

　
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算

　
既
決
額
に
49
万
４
千
円
を
追
加

し
、
２
億
２
千
８
百
49
万
４
千
円

と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
　
可
決

　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

　
を
求
め
る

　
住
所
　
三
原
村
狼
内
７
３
９
番
地

　
氏
名
　
津
野
　
寿
雄

（
昭
和
32
年
２
月
７
月
24
日
生
）

　
任
期
自 

平
成
22
年
７
月
１
日

　
　
　
至 

平
成
26
年
６
月
30
日

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
　
同
意

8月15日（日）17：30～

　※荒天時：16日（月）に順延予定

三原中学校グラウンド

花火打上開始予定　20：30～

8月15日（日）17：30～

　※荒天時：16日（月）に順延予定

三原中学校グラウンド

花火打上開始予定　20：30～

お問い合わせ先 　三原村役場　産業建設課　　

● ●

みはら祭りみはら祭り



広報　　　　　　（６）平成22年８月



（７）広報　 平成22年８月

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 



広報　　　　　　（８）平成22年８月



（９） 平成22年８月



広報　　　　　　（10）平成22年８月

国際交流員の国際交流員の チェイス・ハーディですチェイス・ハーディですチェイス・ハーディです 5

　皆さんこんにちは

もう夏になってとても蒸し暑くなってきました。皆さんはどういうふうに夏の暑さに対

処しますか？？

　今月で三原村に住むのが二年目になります。去年の８月に初めて三原村に来て、たく

くさんの新しい友達を作ったり、いい子供ばかりがいる三原小中学校で英語を教えたり、色々な面白い経験が

できました。今年も三原で生活できるようになってうれしいです。

最近の２カ月はとても多忙な２カ月でした。まず、５月２９日に大月町の第１７回国際交流会に参加しました。

（写真①）大月国際交流会というのは幡多郡に住んでいるＡＬＴ先生達が大月町の子供たちと１日間過ごしな

がら、色々なゲームやアクティビティーをして、外国人と触れ合う経験を与えるための活動です。すごく楽し

い一日でした。できれば、今年三原村でも同じような国際交流会をやりたいと思います。

そして、６月には、韓国で英語教師として１年間働き終わったオーストラリアの友達たちの二人「エメッツさ

んとジェンナさん」が三原に来てくれました。（写真②）１千万人もいるソウルから、その直後に２千人もい

ない三原に来て、現実離れした感じがしただろう。

　三原村に滞在した間に保育所（写真③）と小学校（写真④）を訪問して、韓国について教えたり、子供教室

（写真⑤）でオーストラリアのお菓子作りを教えたり、村民との触れ合いもできました。日本にいる間にエメ

ッツさんとジェンナさんは広島原爆ドームや宮島や松山やＵＳＪ大阪にも行きましたが（写真⑥）、一番特別

でユニークな経験は三原村の子供たちと人々との触れ合いだと言ってくれました。

　来日してからの1年間、いろいろお世話になりました。

　今後もよろしくお願いします！！

①

②

③

④

④ ⑤

⑥

たくさんの方々
とのふれあい
たくさんの方々
とのふれあい
たくさんの方々
とのふれあい



（11） 平成22年８月

ミ
セ
ス
　
バ
ー
バ
ラ
の

思
い
出
ポ
ロ
ポ
ロ

　
世
の
中
、
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
年
は
そ
ん
な

年
に
な
り
ま
し
た
。
三
原
村
教
育
委
員
会
の

仕
事
も
終
了
…
自
由
い
っ
ぱ
い
！

　
あ
る
日
、
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
の

「
ラ
ン
チ
お
ご
る
け
ん
、
食
事
せ
ん
？
」
と

い
う
甘
い
お
さ
そ
い
に
乗
り
、
会
食
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
「
Ｓ
学
園
の
講
師
を
頼
み
た
い

が
よ
。
」
と
い
う
話
だ
っ
た
。
条
件
は
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
で
わ
ず
か
の
旅
費
支
給
の
み
。
（
自

由
を
選
ぶ
か
、
社
会
貢
献
を
す
る
か
）
ち
ょ

っ
ぴ
り
悩
み
ま
し
た
ね
。
（
ま
あ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
だ
し
、
仕
方
な
い
か
！
）
と
自
問
自
答

し
主
人
の
介
護
に
支
障
に
な
ら
な
い
授
業
時

数
で
も
あ
り
、
引
き
受
け
る
羽
目
に
な
り
ま

し
た
。

　
授
業
が
始
ま
り
、
出
勤
し
て
み
る
と
、
私

の
授
業
は
高
校
生
ば
っ
か
り
な
こ
と
に
驚
か

さ
れ
、
義
務
教
育
で
不
登
校
で
あ
っ
た
け
れ

ど
高
校
へ
進
学
し
、
自
主
学
習
が
課
題
。
そ

れ
へ
の
援
助
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
社
会

生
活
へ
の
順
応
を
め
ざ
し
て
の
学
習
の
ホ
ロ

ー
で
す
。

　
開
始
早
々
、
「
私
は
君
た
ち
の
持
っ
て
い

る
狭
い
概
念
を
壊
し
、
社
会
に
出
た
と
き
に

適
応
で
き
る
力
、
社
会
性
を
育
て
る
。
今
、

持
っ
て
い
る
自
己
中
心
の
気
持
ち
が
強
そ
う

な
の
で
ブ
チ
壊
し
ま
す
。
」
と
言
う
と
「
え

え
っ
…
先
生
が
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
い
い

の
で
す
か
？
」
と
反
論
の
言
葉
。

　
「
先
生
も
い
ろ
い
ろ
、
世
の
中
の
人
の
考

え
も
い
ろ
い
ろ
。
そ
の
中
で
出
会
っ
た
人
の

良
い
エ
キ
ス
を
吸
収
す
る
の
が
学
習
よ
！
」

と
サ
ラ
リ
と
反
論
を
か
わ
し
た
。

　
ま
あ
、
生
徒
も
一
歩
ず
つ
日
々
大
人
に
成

長
し
て
い
ま
す
。
多
少
の
包
容
力
も
育
ち
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
一
学
期
も
　
は
や
、
終
業
式
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
☆ 
次
回
を
お
た
の
し
み
に
！

元  

三
原
村
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　     

　
西
川
満
壽
代

―
想
定
外
っ
て
面
白
い
！
―
（
四
回
）

三原村中央公民館図書室　TEL46－2559　子どもの読書活動支援員 徳弘 しおり

三原村公民館図書室より

　毎日暑い日が続きますね。「こんな暑い中、読書なんかできない」という方、図書
室に冷房がつきました。夏休みに家で宿題もよし、図書室にきて皆で宿題をしません
か？本も自由研究で使える図鑑や本を用意して待っています。
　４月から図書室を利用してくださる方がたくさん増えて、昨年１年間で４１９冊で
したが、今現在４月から３ケ月間で５２２冊と、本を読んでくれる人が増えてとても

うれしく思っています。これからもたくさんの方に利用していただけるようにイベント等、考えていき
たいと思っています。

これからもよろしくお願いします。

▲

手
作
り
本
棚
☆
こ
こ
に
本
を
並
べ
る
と

子
ど
も
達
が
自
然
と
手
を
の
ば
し
て
、

本
を
借
り
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

クーラ
ーもつ

いてス
ペース

も

広くな
ったの

でたく
さんの

人

が来て
も大丈

夫（＾
―＾）クーラ

ーもつ
いてス

ペース
も

広くな
ったの

でたく
さんの

人

が来て
も大丈

夫（＾
―＾）クーラ

ーもつ
いてス

ペース
も

広くな
ったの

でたく
さんの

人

が来て
も大丈

夫（＾
―＾）

▲ ▲



128

▲ ▲

▲



8

▲

▲

▲

▲

左



広報　　　　　　（14）平成22年８月

農業委員会への申請等の提出は、

毎月15日までにお願いします。



（15） 平成22年８月

からのニュースです。



広報　　　　　　（16）平成22年８月

消防
消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら
め
っ
子

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

◎消防団協力事業所表示制度について

「消防団協力事業所表示制度」における事業所を認定します。

　
地
域
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守
り
、

地
域
の
消
防
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
消
防
団
。
し

か
し
、
年
々
、
消
防
団
員
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
地
域
防
災
力
の
低
下

が
心
配
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
村
で
は
、
消
防
団
員

の
確
保
及
び
活
動
環
境
を
整
備
す
る

た
め
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
平
成
22
年
４
月
１
日
に
開
始

す
る
こ
と
と
し
、
事
業
所
と
の
新
た

な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
、
地
域
防

災
力
の
さ
ら
な
る
維
持
・
向
上
に
努

め
ま
す
。

１
　
制
度
の
概
要
（
１
）
　
消
防
団

協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ
た
事

業
所
に
は
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
業
所
名
を
公
表
し
ま

す
。

（２）
事
業
所
は
表
示
証
を
社
屋
等
に
掲
示

で
き
、
ま
た
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
も
広
く
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
社
会
貢
献
企
業
と
し
て
信
頼
性

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

２
　
消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定
基
準

（
表
示
証
交
付
基
準
）
　
消
防
関
係
法

令
に
重
大
な
違
反
が
な
く
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
認
定
さ

れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（１）
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
２
名

　
以
上
入
団
し
て
い
る
事
業
所
等

（２）
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積

　
極
的
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
等

（３）
災
害
時
等
に
事
業
所
の
資
器
材
等
を

　
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
を
し

　
て
い
る
事
業
等

（４）
従
業
員
に
よ
る
機
能
別
消
防
分
団
等

　
を
設
置
し
て
い
る
事
業
所
等

（５） 

そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制

　
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
な
ど
、

　
村
長
が
特
に
優
良
と
認
め
る
事
業
所

　
等

　
詳
し
い
こ
と
は
、
幡
多
西
部
消
防

組
合
三
原
分
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

 

　
熱
中
症
は
、
体
の
中
の
熱
と
外
の
暑
さ
や
湿

度
が
影
響
し
あ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
暑
い
時
に
発
生
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
暑

さ
に
馴
れ
て
い
な
い
場
合
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
湿
度
が
高
く
、
気
温
が
ど
ん
ど
ん

上
昇
す
る
よ
う
な
時
は
汗
を
か
い
て
も
蒸
発
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
運
動
す
る
と
、
い
つ
も
よ

り
体
温
が
上
が
り
す
ぎ
て
、
体
の
働
き
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
り
、
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

１
．
熱
中
症
の
症
状
は
？

　

●

高
熱
（
40
度
以
上
）
で
あ
り
、
脈
や
呼
吸

　
　
が
速
い
。 

　

●

手
や
足
の
け
い
れ
ん
、
腹
筋
が
痛
く
な
る
。 

　

●

脱
力
感
、
倦
怠
感
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐

　
　
き
気
、
気
が
遠
く
な
る
（
失
神
す
る
） 

　

●

意
識
障
害
（
う
わ
ご
と
、
も
う
ろ
う
と
す

　
　
る
、
意
識
不
明
） 

２
．
熱
中
症
の
お
こ
り
や
す
い
の
は
、
こ

　
ん
な
と
き

　

●

高
前
日
に
比
べ
、
急
に
気
温
が
上
が
っ
た
と
き 

　

●

午
前
10
時
か
ら
12
時
急
激
に
気
温
が
変
化

　
　
す
る
時

　

●

９
月
の
運
動
会
の
練
習
時
期 

　

●

梅
雨
明
け
し
た
ば
か
り
の
と
き 

　

●

気
温
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
て
も
、
湿
度

　
　
が
高
い
と
き
（
例
：
気
温
20
度
、
湿
度
80

　
　
％
）

　

●

活
動
場
所
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で
舗

　
　
装
さ
れ
て
い
る
場
合 

　

●

休
み
明
け
、
練
習
の
初
日 

二
日
酔
い
の
日
。

　

●

練
習
が
毎
日
続
い
た
と
き
の
最
終
日
前
後

　

●

熱
中
症
は
、
体
力
が
十
分
に
つ
い
て
い
な

　
　
か
っ
た
り
、
体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
け
が

　
　
を
し
て
い
る
人
が
な
り
や
す
い
病
気
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
暑
さ
に
な
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
性

　
　
格
が
ま
じ
め
で
、
我
慢
強
か
っ
た
り
す
る
と

　
　
無
理
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
、
熱
中
症
に
か

　
　
か
り
や
す
く
な
る
。 

　

●

大
き
な
動
脈
に
氷
の
う
を
お
い
て
冷
や
す
と

　
　
効
果
的
！ 

　

●

冷
た
い
タ
オ
ル
で
末
梢
か
ら
中
枢
へ
マ
ッ
サ

　
　
ー
ジ
を

３
．
も
し
、
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
…

１
、
涼
し
い
場
所
に
運
び
、
衣
服
を
緩
め
る
。
　

　
冷
房
の
き
い
た
部
屋
に
運
ぶ
。
あ
お
げ
る
も
の

　
で
、
体
に
風
を
送
る
。 

２
、
大
き
な
動
脈
（
図
を
参
照
：
首
筋
、
脇
の
下
、

　
鼠
警
部
）
を
氷
の
う
で
冷
や
し
、
冷
水
に
つ
け

　
た
タ
オ
ル
で
末
梢
か
ら
中
心
へ
向
け
て
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
す
る
。

３
、
冷
や
す
基
本
は
、
意
識
が
戻
っ
て
「
寒
い
」

　
と
言
う
ま
で
は
冷
や
す
こ
と
。 

４
、
意
識
が
あ
り
、
補
給
が
で
き
る
な
ら
ば
、
冷

　
た
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
食
塩
の
入
っ
た
冷

水
（
0.1
％
〜
0.2
％
食
塩
水
）
を
飲
ま
せ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
暑
い
日
が
続
き
ま
す
、
と

て
も
怖
い
熱
中
症
に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱中症

氷
の
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る



（17） 平成22年８月

   

火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

早
急
に
寝
室
や
階
段
に
設
置
し
、
警
報
器
が
鳴
っ
た
時
に
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
（
新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

設
置
が
必
要
で
す
）

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
幡
多
西
部
消
防
組
合
三
原
分
署
　
予
防
係

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
８
８
０
）
４
６
―
２
６
２
９

幡多西部消防組合三原分署 （TEL46－2629）

５
、
筋
肉
の
け
い
れ
ん
や
痛
み
の
あ
る

　
場
合
は
、
塩
分
濃
度
の
低
下
と
み
ら

　
れ
る
た
め
、
食
塩
水
（
0.9
％
）
を
補

　
給
す
る
。 

６
、
意
識
を
失
っ
て
い
た
り
、
反
応
が

　
鈍
か
っ
た
り
、
吐
き
気
が
あ
る
場
合

　
は
病
院
へ
急
い
で
運
ぶ
。
（
救
急
車

　
の
要
請
） 

　

●

熱
中
症
の
初
期
段
階
で
、
一
見
軽

　
　
症
に
み
え
て
も
、
処
置
が
お
く
れ

　
　
る
と
急
変
し
、
死
に
至
る
場
合
も

　
　
あ
る
の
で
、
大
事
を
と
っ
た
対
応

　
　
が
重
要
で
あ
る
。 

　

●

0.1
％
―
0.2
％
食
塩
水
の
作
り
方
…

　
　
１
リ
ッ
ト
ル
の
水
に
、
１
ｇ
か
２
　

　
ｇ
の
塩
（
ひ
と
つ
ま
み
）
を
入
れ
る
。 

４
、
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に

１
、
水
分
補
給
を
す
る
。

　

●

水
分
補
給
の
基
本
は
、
以
下
の
と

　
　
お
り
で
、
一
度
に
飲
ま
ず
、
こ
ま

　
　
め
に
補
給
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　

●

運
動
30
分
前
に
0.1
〜
0.2
％
食
塩
を

　
　
ふ
く
む
水
を
２
０
０
〜
３
０
０
ml

　
　
補
給
す
る
。 

　

●

運
動
時
10
〜
15
分
ご
と
に
0.1
―
0.2

　
　
％
食
塩
を
ふ
く
む
水
を
１
０
０
〜

　
　
２
０
０
ml
補
給
す
る
。 

　

●

運
動
後
３
０
分
以
内
に
0.1
〜
0.2
％

　
　
食
塩
を
ふ
く
む
水
を
２
０
０
―
３

　
　
０
０
ml
補
給
す
る
。 

２
、
体
調
を
整
え
て
お
く
。

　

●

下
痢
、
発
熱
、
二
日
酔
い
な
ど
、

　
　
体
調
が
悪
い
と
き
の
運
動
は
し
な

　
　
い
。 

　

●

活
動
中
に
定
期
的
に
反
応
を
チ
ェ

　
　
ッ
ク
し
、
手
当
て
を
早
め
に
行
う
。

　
　
た
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
無
理

　
　
を
せ
ず
、
申
し
出
る
。 

３
、
環
境
条
件
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応

　
　
じ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

　

●

気
温
の
高
い
日
に
は
、
激
し
い
急

　
　
激
な
運
動
を
さ
け
る
。 

 

　

●

暑
さ
に
徐
々
に
体
を
な
ら
す
よ
う

　
　
な
運
動
計
画
を
立
て
る
。 

４
、
服
装
に
注
意
す
る
。

 

　

●

服
装
は
汗
を
吸
い
や
す
く
空
気
を

　
　
通
し
や
す
い
も
の
、
色
合
い
も
熱
を

　
　
吸
収
し
な
い
も
の
（
白
色
）
を
着
用
。

 

　

●

直
射
日
光
は
、
帽
子
等
で
防
ぐ
よ

　
　
う
に
す
る
。 

 
　

●

少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　
　
が
効
果
的
！

　
　
運
動
を
す
る
と
筋
肉
か
ら
発
生
す

　
　
る
熱
が
増
え
ま
す
。
こ
の
熱
は
汗

　
　
を
か
く
こ
と
で
体
外
に
逃
が
さ
れ

　
　
て
、
体
温
が
上
昇
し
す
ぎ
る
の
を

　
　
防
ぎ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
汗
と
し

　
　
て
利
用
し
た
体
内
の
水
分
を
補
わ

　
　
な
い
と
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き

　
　
気
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
熱
中
症
の

　
　
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　
汗
と
い
っ
し
ょ
に
塩
分
な
ど
も
失

　
　
わ
れ
る
の
で
、
水
分
と
と
も
に
こ

　
　
れ
ら
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
塩
分
は
0.2
〜
0.3
％
、
糖
分
は
５
％

　
　
く
ら
い
の
濃
度
の
も
の
が
吸
収
し

　
　
や
す
く
適
当
で
す
。
市
販
の
ス
ポ

　
　
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
吸
収
し
や
す

　
　
い
濃
度
で
必
要
な
成
分
が
バ
ラ
ン

　
　
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
重

　
　
や
運
動
の
強
度
、
時
間
で
異
な
り

　
　
ま
す
が
、
運
動
前
に
２
５
０
〜
５

　
　
０
０
ml
、
途
中
で
１
時
間
あ
た
　

　
　
り
５
０
０
〜
１
０
０
０
ml
を
少
　

　
　
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
飲
む
の
が
効

　
　
果
的
で
す
。

　　　　　　　　　　◎ＦＡＸでの緊急通報  聴覚障害者の方へ
  幡多西部消防組合三原分署では、聴覚障害者の方が消防へ通報するときのために緊急FAX専用番号を設けていま
す。緊急ＦＡＸ番号：０８８０－４６－２１３１   ご注意  この番号は聴覚障害者の方のための緊急通報専用FAX
番号です。健聴者の方のご使用はご遠慮ください。
緊急FAXのご利用方法   救急車が必要なときや火事を通報するときは、どのような様式でも結構ですので上記
の番号へFAX送信してください。通報を受けとると消防から通報者へ、救急車や消防自動車が出動したことを
FAXで返信します。通報はどんな形で書かれてもかまいませんが、次の項目はもれなく記入したうえでFAXして
ください。

 火事か救急か、救急車や消防自動車が出動する場所、通報したあなたの名前、FAX番号、救急の場合はケガ又
は病気の状況、火事の場合は何が燃えているか？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

火災 救急は119火災 救急は119

◎　

防
災
係
よ
り

　　

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

　　
三
原
村
防
災
行
政
無
線
は
設
置
さ
れ
て
か
ら
約
十
五
年
位
経
過

し
、
戸
別
受
信
機
本
体
の
不
具
合
等
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
具
合
の
主
な
原
因
は
、
受
信
機
の
中
に
内
蔵
し
て
い
る
電
池
の

液
漏
れ
等
に
よ
る
受
信
機
の
故
障
で
す
、
通
常
は
赤
ラ
ン
プ
が
点

灯
し
て
い
ま
す
が
、
異
常
に
な
り
ま
す
と
赤
ラ
ン
プ
が
点
滅
に
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
長
期
間
お
い
て
お
き
ま
す
と
、

故
障
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
電
池
交
換
等
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
置
い
て
お
き
ま
す
と
受
信
機
本
体
の
修
理
等

を
業
者
に
依
頼
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
場
合
、
日
数
及

び
修
理
代
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
日
常
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
不
要
に
な
っ
た
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

居
住
者
で
死
亡
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
村
外
に
転
出
を
さ
れ
た
方
で
、

空
き
家
等
に
な
り
不
要
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
別
受
信
機
を
、
回
収

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
役
場
又
は
消
防
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
「
戸
別
受
信
機
は
、
村
か
ら
の
貸
与
品
で

す
の
で
不
要
に
な
っ
た
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。
」

　
な
お
、
回
収
又
は
返
却
し
て
い
た
だ
い
た
戸
別
受
信
機
は
、
故

障
等
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
方
に
、
一
時
的
に
貸
与
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
村
民
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



広報　　　　　　（18）平成22年８月

8



（19） 平成22年８月

8



広報　　　　　　（20）平成22年８月

8

お問い合わせ　高知地方法務局人権擁護課　TEL088-822-3503

依頼



（21）広報　 平成22年８月

8



わが社にも退職金！

広報　　　　　　（22）平成22年８月

総務省・高知県・三原村

2010

平成22年10月１日

税　務　係　か　ら　お　知　ら　せ

村 県 民 税　　2期分　　
　　8月31日納期

8月31日納期

9月30日納期

国 民 健 康 保 険 税    2期分

国 民 健 康 保 険 税    3期分

よろしくお願いします。

秋の全国交通安全運動
実施期間

運動基本

重点目標

平成22年９月21日（火）～30日（木）

高齢者の交通事故防止

ア　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　　交通事故防止
イ　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底
ウ　飲酒運転の根絶

国の退職金制度「中退共」をご利用ください。

掛
金
の
一
部
を

国
が
助
成
し
て
く
れ
る

か
ら
あ
り
が
た
い
！

掛
金
は

全
額
非
課
税
だ
か
ら
、

節
税
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
！

管
理
に
手
間
が

か
か
ら
な
い
か
ら

助
か
っ
て
い
ま
す
。

中
退
共
が
退
職
金
を

直
接
支
払
っ
て
く
れ
た
り
、

納
付
状
況
を
教
え
て
く
れ
た
り
、

◎
中
退
共
制
度
は
、平
成
23
年
度
に
廃
止
さ
れ
る

　
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で
す
。

お気軽にお問合せください。・・・・・・・・ ・・・・・・・・
（独）勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部

〒105-8077 東京都港区芝公園1-7-6
TEL 03-3436-0151（代表）FAX 03-3436-0400

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/
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